
第４回 学校給食改革本部会議 議事録 

 

令和４年８月２４日 

議題１ 第２回学校給食あり方検討委員会について（報告） 

議題２ 給食センターの候補地について 

 

    議題１、２を併せて資料に従い説明（説明者：学校給食課長） 

 

（１）主な意見等 

（市長）実施方式の総括表について、デリバリー方式の全員喫食の区分が

「△」となっているが、デリバリー方式でも全員喫食ができないわけでは

ないので、「○」ではないのか。 

（学校給食課長）この部分については第２回学校給食あり方検討委員会でも

議論があったところだが、提供能力が十分な民間調理事業者の長期的な確

保が難しいため、全員喫食を「△」としたものである。 

（市長公室長）藤野中学校について、配送が課題となっているとのことだが、

自校方式はできないのか。 

（学校給食課長）敷地が狭く、高低差も大きいため、例えば造成するなどの

検討が必要となる。 

（市長公室長）藤野中学校はどのような取扱いが考えられるか。 

（学校給食課長）藤野小学校や藤野南小学校との親子方式や、高速道路利用

によりセンター方式にすることなどが想定されるが、第３回学校給食あり

方検討委員会で議論する予定である。 

（南区長）配送圏域について、北側が１０校で南側が１７校と校数に差があ

るが、食数は半分ずつぐらいなのか。 

（学校給食課長）大体同じ程度である。 

（教育長）実際にどこに学校給食センターを設置するかで食数は変わってく

る。 

（学校給食課長）ここで示している配送圏域の区分は、２時間喫食を前提と

して、配送時間を３０分以内とするという観点で線引きしているものであ

る。 

（財政局長）新しい学校給食センターの場所は、最終的にいつ決定するのか。 

（学校給食・規模適正化担当部長）新しい学校給食センター予定地をいつ決

定し、公表していくのかについては、慎重に決めていきたい。 

 （市長）地域住民と丁寧に対話して進めていく必要がある。 



 （総合政策・少子化対策担当部長）既存の学校給食センターの取扱いについ

ては、今後どのようにしていくのか。 

 （学校給食課長）新たに整備する学校給食センターの位置を踏まえて配送校

の組合せを整理していく。 

 

（２）結果 

  原案のとおり、承認。 

 

以 上 
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１ 第２回 学校給食あり方検討委員会（令和４年８月８日）について（報告）

1

▶ 全員喫食を可能な限り早期に実現し、持続可能な運営

▶ 安全安心で温かい給食を提供

▶ 学校給食を活用した食育の充実

中学校給食の方向性

中学校給食の現状・市民意見・委員意見等のまとめ



2

〇中学校給食の方向性(案)の視点で、それぞれの実施方式を評価

実施方式 総括表

１ 第２回 学校給食あり方検討委員会（令和４年８月８日）について（報告）



3

■ を基本

・新たなセンターが最低でも２か所必要

■ センター方式の導入が困難な学校は、補助的に【自校方式】→【親子方式】の順で
検討

本市にとってふさわしい給食提供の実施方式(案)【第２回時点】

第３回検討委員会 （令和4年10月開催予定）

中間答申に向けた調査審議

○ 藤野中学校の取扱い（位置的な課題を踏まえた検討）
○ 小学校給食室などの既存施設の改善
○ 新たな学校給食センターの施設内容

１ 第２回 学校給食あり方検討委員会（令和４年８月８日）について（報告）

センター方式



２ 給食センター候補地について

○南側 17校
新たなセンターの整備

○北側 10校
新たなセンターの整備

○西側 ３校
既存センターの活用 等

〔第２回 本部会議〕 不確定要素の少ない用地を優先的に「検討候補地」として設定

▶ ２か所を基本 ▶ １か所、概ね１ha(10,000㎡)程度
▶ 工業系用途地域・市街化調整区域 ▶ 造成や接道なども加味して選定
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２ 給食センター候補地について

② 旧 南部粗大ごみ受入施設
／相模台収集事務所

所在地：南区麻溝台
面積 ：約０.５ha

① 旧 東清掃事業所

所在地：南区古淵
面積 ：約２.２ha

④ 旧 青陵高等学校

所在地：南区新磯野 / 面積：約３.１ha

③ 一般廃棄物最終処分場 候補地

所在地：南区麻溝台 / 面積：約９.７ha

○南側 17校
未利用の公有地等を優先して
候補地を抽出

○北側 10校
条件に合致する市有地が
ないため、民有地等も含め
引き続き検討
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2 給食センターの候補地について

No. 名称 面積 所有状況 土地状況 主な課題 等

１
旧 東清掃事業所

【準工業地域】
○ ○ △

・土壌調査

最も有力な候補地
［約2.2ha］ ［市有地］ ［既存建築物］

（解体撤去）

２
旧 南部粗大ごみ受入施設
／相模台収集事務所

【市街化調整区域】

× ○ ○
・相模台収集事務所は稼働中

（旧南部粗大ごみ受入施設 0.24ha）
［約0.5ha］ ［市有地］ 〔既存建築物〕

（簡易）

３
一般廃棄物最終処分場
候補地

【市街化調整区域】

○ × ×
・公園･緑地
・最終処分場との両立不可

［約9.7ha］ ［一部民有地］ 〔要造成〕

４
旧 青陵高等学校

【市街化調整区域】
○ △ △

・給食センター以外部分の利用

［約3.1ha］ ［県有地］ ［既存建築物］
（解体撤去）

配送圏域［南側］における候補地比較

6
北側は民有地等も含め候補地の抽出を早急に進める


